
藤
島
地
区
の
都
市
計
画

道
路
（
県
決
定
）
の
見
直

し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
７
日
、

地
元
説
明
会
が
藤
島
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

藤
島
駅
笹
花
線
（
Ｌ
＝

８
１
０
㍍
、
Ｗ
＝

・
０

18

㍍
）
は
、
Ｊ
Ｒ
藤
島
駅
か

ら
県
立
庄
内
農
業
高
校
南

門
ま
で
４
５
５
㍍
が
未
整

備
に
な
っ
て
い
る
区
間
に

つ
い
て
、
幅
員

・
５
㍍

12

に
変
更
し
、
北
側
に
歩
道

を
設
置
、
新
町
橋
北
側
に

新
た
に
歩
道
橋
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
県
で
は
関
係

住
民
の
合
意
を
得
て
お
り
、

昨
年

月
に
用
地
測
量
を

12

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

２
月
の
県
都
市
計
画

審
議
会
で
決
定

今
回
は
見
直
し
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
則
り
、

月
12

25

日
に
公
聴
会
の
公
告
を
お

こ
な
い
、
１
月

日
ま
で

11

縦
覧
、
住
民
か
ら
公
述
申

出
が
あ
っ
た
場
合
に
公
聴

会
を
開
く
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、

日
に
見
直

18

し
案
の
公
告
を
お
こ
な
い
、

２
月
１
日
ま
で
縦
覧
、
鶴

岡
市
の
意
見
聴
取
（
鶴
岡

市
都
市
計
画
審
議
会
）
を

お
こ
な
い
、
２
月

・
14

15

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
県

都
市
計
画
審
議
会
で
決
定

と
な
り
ま
す
。

県
の
決
定
を
受
け
、
国

の
認
可
と
予
算
が
決
ま
れ

ば
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

県
で
は

年
度
に
用
地

25

定
数

に
１
人
は
み
出

10

し
の
大
激
戦
で
、
必
勝
を

期
し
全
力
で
支
持
を
訴
え

て
い
ま
す
。

☆

☆

☆

田
中
あ
き
ら
候
補
は
11

期

年
間
努
め
た
佐
藤
政

41
弥
町
議
の
後
継
者
と
し
て

立
候
補
。
学
童
保
育
指
導

員
と
し
て

年
間
、
そ
の

16

後
介
護
福
祉
施
設
で
働
い

て
き
ま
し
た
。

三
川
町
は
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
は
県
下
ト
ッ
プ

水
準
で
、
中
学
３
年
ま
で

通
院
・
入
院
と
も
無
料
化

で
所
得
制
限
な
し
、
一
部

負
担
金
な
し
は
就
学
前
ま

で
（
鶴
岡
市
は
就
学
前
ま

で
通
院
・
入
院
が
無
料
化
、

小
・
中
学
生
は
入
院
の
み

無
料
化
、
所
得
制
限
な
し

は
外
来
が
就
学
前
ま
で
、

入
院
は
小
学
６
年
ま
で
、

一
部
負
担
金
な
し
は
就
学

前
ま
で
）。

さ
ら
に
５
歳
児
の
幼
稚

園
基
本
保
育
料
（
月
額
５

千
円
）
は
無
料
化
で
、
若

い
夫
婦
が
定
着
し
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
学
童
保
育
所

の
増
設
・
拡
充
が
求
め
ら

れ
、
学
童
保
育
指
導
員
の

経
験
を
活
か
し
た
田
中
あ

き
ら
候
補
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

三
川
町
の
国
保
税
は
平

成

年
度
に

％
引
き
上

24

11

げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成

年
の
米
価
下
落

22

の
影
響
で
所
得
が
落
ち
込

み
、

年
度
は
国
保
税
の

23

減
収
と
な
り
、

年
度
の

22

落
ち
込
ん
だ
所
得
を
基
に

税
収
を
計
算
し
て
増
税
し

た
た
め
、

年
度
は
米
価

23

の
回
復
と
戸
別
所
得
補
償

の
交
付
金
な
ど
で
所
得
増

と
な
り
、
国
保
会
計
が
大

幅
な
黒
字
。
６
月
補
正
で

基
金
に
２
千
万
円
積
み
戻

し
を
し
て
い
ま
す
。

2013年１月27日
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任
期
満
了
に
伴
う
三
川

町
議
選
挙
が

日
告
示
さ

22

れ
、
日
本
共
産
党
公
認
の

田
中
あ
き
ら
候
補
（

）
57

が
押
切
・
上
町
公
民
館
前

で
力
強
く
第
一
声
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

田
中
候
補
は
選
挙
戦
で

３
つ
の
約
束
を
表
明
。

１
つ
は
昨
年

％
引
き
上

11

げ
ら
れ
た
国
保
税
の
引
き

下
げ
、

２
つ
は
学
童
保
育
の
充
実

拡
大
、

３
つ
は
平
和
を
守
る
ー
で

す
。

買
収
（
移
転
補
償
）
に
入

り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

関
係
住
民
か
ら
は
早
急

な
着
手
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
都
市
計
画
道
路
藤

島
下
町
線
（
Ｌ
＝
１
５
８

０
㍍
）
は
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線

側
の
１
１
０
０
㍍
を
削
除

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

藤
島
駅
上
藤
島
線
は

２
月
４
日

市
道
の
藤
島
駅
上
藤
島

線
の
都
市
計
画
道
路
の
見

直
し
説
明
会
は
２
月
４
日

（
月
）
午
後
７
時
か
ら
藤

島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
す
。

押切地区で激励を受
ける田中あきら候補



し
ん
ぶ
ん
赤
旗
１
月
16

日
付
「
お
は
よ
う

ニ
ュ

ー
ス
問
答
（
み
ど
り
と
敬

三
じ
い
ち
ゃ
ん
）」
欄
で
あ

る
。
１
９
５
３
年
２
月
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
、
同
年
８
月
に

日
本
テ
レ
ビ
が
放
送
開
始

し
て
今
年
で

年
で
あ
る
。

60

当
時
在
京
し
て
い
た
が
、

力
道
山
空
手
チ
ョ
ッ
プ
の

プ
ロ
レ
ス
が
大
人
気
で
、

街
頭
テ
レ
ビ
前
は
大
勢
の

人
で
溢
れ
て
い
た
。
庄
内

で
爆
発
的
に
普
及
し
た
の

は
横
綱
柏
戸
の
お
陰
と
言

わ
れ
た
。
１
９
５
８
年
に

入
幕
、
１
９
６
０
年
に
大

関
、
翌
年
横
綱
と
な
る
ス

ピ
ー
ド
出
世
で
「
柏
鵬
時

代
」
と
い
わ
れ
庄
内
中
が

熱
狂
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
今
は
４
０
０
０

万
台
で
大
き
な
影
響
力
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
だ

か
ら
テ
レ
ビ
の
持
つ
功
罪

も
大
き
い
。
功
で
は
Ｅ
Ｔ

Ｖ
特
集
の
原
発
問
題
、
非

正
規
労
働
者
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
報
ぜ
ら
れ
る
中

で
労
働
組
合
結
成
と
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
報
道
な
ど

も
あ
っ
た
。

一
方
、
最
近
は
、
罪
的

藤
島
地
域
消

防
出
初
式
が
20

日
、
藤
島
公
民

館
前
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。始

め
に
無
火
災
・
安
全

祈
願
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、

祝
賀
放
水
や
梯
子
乗
り
・

纏
振
り
が
披
露
。
多
く
の

住
民
が
拍
手
を
贈
っ
て
い

ま
し
た
。

梯
子
乗
り
は
来
年
１
月

の
鶴
岡
地
域
成
人
式
（
市

文
化
会
館
）
で
初
め
て
上

演
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
鶴
岡
市
消
防
団
藤
島
方

面
隊

方
面
隊
長
：
富
樫
正
明

副
方
面
隊
長
：
富
樫
久
弥

団
員
数
１
９
６
人

分
団
数
５
分
団

ポ
ン
プ
車
４
台

普
通
積
載
車
４
台

軽
積
載
車

台
11

小
型
ポ
ン
プ

台
52

に
刷
り
た
い
と
言
っ
て
い

る
。
オ
サ
ツ
を
多
く
し
て

デ
フ
レ
を
直
し
た
い
ら
し

い
が
、
オ
サ
ツ
は
財
界
に

貯
ま
る
だ
け
で
デ
フ
レ
は

直
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

▼
財
界
の
新
年
会
で
オ
サ

ツ
が
労
働
者
に
回
る
の
は

２
年
位
先
だ
ろ
う
と
ト
ッ

プ
が
言
っ
て
る
も
の
。

▼
２
年
位
先
だ
っ
て
本
当

か
ど
う
か
。
ト
ニ
カ
ク
庶

民
の
懐
が
暖
か
く
な
ら
な

け
れ
ば
デ
フ
レ
か
ら
は
抜

け
ら
れ
な
い
ん
だ
か
ら
。

▼
貰
う
年
金
が
下
が
る
の

は
決
ま
っ
て
い
る
し
、
若

い
人
の
年
金
の
掛
け
金
は

月
か
ら
上
が
る
し
、
毎

10週
み
た
い
に
ガ
ソ
リ
ン
は

高
く
な
る
と
い
う
の
に
、

孫
の
教
育
資
金
に
１
５
０

０
万
円
ま
で
の
贈
与
に
は

税
金
が
か
か
ら
な
い
ン
ダ

ト
。

▼
カ
ネ
が
あ
れ
ば
そ
う
し

ま
す
が
ネ
。
こ
れ
は
大
金

持
ち
の
減
税
で
し
ょ
う
。

逆
に
生
活
保
護
費
は
１
割

切
り
下
げ
る
と
言
う
ん
で

す
ヨ
。
ド
コ
を
向
い
て
モ

ノ
を
考
え
て
い
る
ン
だ
、

と
言
い
た
い
ネ
。（
石
川
）

テ
レ
ビ

年
に
思
う

60

選
挙
で
世
論
誘
導

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

大
企
業
暖
か
く
、
庶
民
は

出
戻
り
の
首
相
が
ハ
リ

キ
ッ
て
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
か
。
自
分
を
元
気
づ
け

る
為
か
、
ロ
ケ
ッ
ト
発
進

ナ
ン
テ
言
っ
て
ま
す
ヨ
。

こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
、
尻
か
ら

大
き
な
赤
字
を
残
し
て
ど

こ
を
向
い
て
飛
ぶ
の
か
は

始
め
か
ら
判
っ
て
い
る
こ

と
な
ん
だ
が
…
…
。

▼
あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
新
年

会
に
顔
出
し
で
は
イ
イ
コ

ト
言
っ
て
た
よ
う
だ
が
、

野
党
の
時
代
に
貰
っ
て
い

な
か
っ
た
政
治
献
金
を
貰

い
た
く
っ
て
顔
出
し
て
い

る
ん
だ
、
ナ
ン
テ
見
る
人

も
い
る
よ
う
だ
。

▼
い
ず
れ
に
し
て
も
目
立

つ
の
が
バ
ラ
マ
キ
の
公
共

事
業
と
中
国
・
北
朝
鮮
の

動
き
を
利
用
し
た
防
衛
費
。

公
共
事
業
で
懐
が
暖
か
く

な
る
の
は
財
界
・
大
企
業

で
、
庶
民
の
ふ
と
こ
ろ
は

赤
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

▼
日
本
銀
行
総
裁
の
首
を

替
え
て
も
オ
サ
ツ
を
大
量

な
面
で
総
選
挙
で
の
ゆ
ゆ

し
い
世
論
誘
導
問
題
で
あ

る
。「
自
民
・
民
主
・
第
３

極
」
だ
け
に
限
っ
た
報
道
、

「
維
新
」
へ
の
肩
入
れ
な

ど
。
２
０
０
５
年
総
選
挙

で
「
郵
政
民
営
化
」
の
旗

振
り
役
、
２
０
０
９
年
総

選
挙
で
「
２
大
政
党
時
代

来
る
」
の
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
続
く
世
論
誘
導
で
あ

る
。放

送
法
は
第
４
条
で「
政

治
的
に
公
平
で
あ
る
こ
と
」

と
厳
し
く
定
め
て
い
る
。

戦
前
、
ラ
ジ
オ
・
新
聞
が

「
天
皇
万
歳
」「
戦
争
賛
美
」

の
世
論
誘
導
を
し
た
こ
と

の
反
省
に
た
つ
も
の
で
あ

る
。

しんぶん赤旗１月16日付「おはよう ニュース問答（みどりと敬三じいちゃん）」欄

藤
島
地
域
消
防
出
初
式垂直放水で祝賀放水 １９８０年１月に初披露され３３年の歴史あ

る藤島方面隊の梯子乗り・纏振り。
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